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町
で
は
、
北
部
地
域
活
性
化
施

策
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
、
泉

井
地
区
と
上
熊
井
地
区
を
推
進
地

区
と
し
て
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

泉
井
地
区
で
は
、
街
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
地
区
の
活
性

化
に
町
と
協
働
で
取
り
組
む
こ
と

を
約
束
す
る
「
活
性
化
協
定
書
」

を
、
町
と
締
結
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
活
性
化
施
策
を
具
体
的
に
検

討
す
る
活
性
化
委
員
会
を
組
織
し

て
い
た
だ
き
、
８
回
の
委
員
会
を

開
催
し
、
平
成
27
年
３
月
に
「
泉

井
地
区
活
性
化
取
組
方
針
」
を
、

町
と
の
協
働
に
よ
り
策
定
し
ま
し

た
。

　

取
組
方
針
に
は
、
第
１
期
（
平

成
27
～
31
年
度
）
に
取
り
組
む
活

性
化
事
業
と
し
て
、
７
つ
の
事
業

を
計
画
し
ま
し
た
。（
３
㌻
参
照
）

　
「
町
営
路
線
バ
ス
新
設
事
業
」

は
、
北
部
地
域
に
お
け
る
公
共
交

通
空
白
地
帯
の
解
消
、
既
存
居
住

者
の
定
住
確
保
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
平
成
29
年
度
に
運
行
を
開
始

す
る
計
画
で
す
。

　
「
町
道
第
１
号
線
整
備
事
業
」

は
、
通
学
児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
、
広
域
幹
線
道
路
の
整
備
を
目

的
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
調
査
測

量
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
「
広
域
幹
線
道
路
整
備
事
業（
入

西
赤
沼
線
延
伸
事
業
）」
は
、
広

域
幹
線
道
路
整
備
に
よ
る
町
内
交

通
網
の
強
化
、
企
業
誘
致
の
可
能

性
の
向
上
な
ど
、
町
全
体
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
泉
井
交
流
・
体
験
エ
リ
ア
整

備
事
業
」は
、北
部
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
、
農
業
振
興

機
能
を
備
え
た
施
設
を
整
備
す
る

も
の
で
、
平
成
28
年
度
か
ら
調
査

設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
泉
井
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
建

替
事
業
」は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
と
し
て
、
地
域
の
伝
統
文
化

の
継
承
に
活
用
で
き
る
施
設
と
し

て
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
「
地
区
内
既
存
道
路
整
備
事
業
」

は
、
生
活
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
環
境
の
向
上
や
安
全

確
保
を
図
る
も
の
で
、
平
成
27
年

度
か
ら
調
査
測
量
設
計
を
行
い
ま

す
。

　
「
ソ
フ
ト
事
業
の
推
進
」
は
、

地
域
の
人
材
育
成
、
福
祉
施
策
の

推
進
、
交
流
に
よ
る
賑に

ぎ

わ
い
づ
く

り
に
取
り
組
む
た
め
、
活
性
化
施

設
整
備
と
連
動
し
、
具
体
的
な
施

策
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
上
熊
井
地
区
で
は
、
平

成
27
年
度
に
活
性
化
協
定
書
の
締

結
、
活
性
化
取
組
方
針
の
策
定
を

行
い
、
平
成
28
年
度
か
ら
事
業
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

北
部
地
域
活
性
化
基
本
条
例
で

は
、
活
性
化
を
達
成
す
る
た
め
の

指
針
を
４
項
目
規
定
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
考
え
方
は

「
集
落
機
能
の
維
持
・
向
上
」で
す
。

　

そ
の
た
め
の
個
別
的
な
施
策
と

し
て
は
、
定
住
促
進
に
よ
る
人
口

の
確
保
や
、
安
定
し
た
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
基
盤
の
整

備
、
地
域
の
有
す
る
生
産
機
能
の

保
持
・
強
化
の
ほ
か
、
地
域
内
外

と
の
交
流
促
進
に
よ
る
に
ぎ
わ
い

の
創
造
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
で
は
、
こ
う
し
た
施
策
を
総
合

的
に
展
開
し
、
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
北
部
地
域
は
、
地

縁
な
ど
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
集

落
機
能
が
維
持
で
き
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
地
区
住
民
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
激
変
し
て
お

り
、
雇
用
の
場
は
町
外
と
な
る
な

ど
、
地
区
で
の
生
活
時
間
が
少
な

く
な
り
、
地
区
住
民
相
互
の
結
び

付
き
は
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

今
後
、
集
落
機
能
の
維
持
・
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
地
区
住
民

が
継
続
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
社
会
資
本

整
備
を
行
い
、
そ
の
整
備
さ
れ
た

社
会
資
本
を
有
効
に
活
用
す
る
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
、
北
部
地
域
を
魅
力

あ
る
地
域
と
す
る
こ
と
で
、
新
規

居
住
者
の
誘
導
や
居
住
者
間
の
交

流
を
促
し
、
地
域
に
対
す
る
愛
着

心
や
、
責
任
を
担
う
気
持
ち
を
醸

成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

地
域
活
性
化
事
業
は
、
こ
の
よ

う
な
実
現
を
図
る
た
め
の
一
つ
の

手
段
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
た
投

資
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

厳
し
い
町
の
財
政
状
況
に
あ
っ
て

も
、
必
要
な
財
源
の
確
保
を
図
る

考
え
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
策
定
さ
れ
た
「
泉
井
地
区

活
性
化
取
組
方
針
」
を
一
つ
の
柱

と
し
て
、
今
後
も
、
町
は
地
域
と

の
協
働
に
よ
り
、
中
・
長
期
的
な

視
点
で
北
部
地
域
全
体
の
活
性
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
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町の道しるべを探る

活性化

各分野で計画等を策定

の道 し る べ

「北部地域活性化基本条例」
策定の趣旨

　
　町の北部地域に位置する亀井地区
は、全域が市街化調整区域に指定さ
れていることなどから、これまで都
市基盤の整備が効果的に進められて
いない状況でした。
　また、地区住民の方からは、「将来
の地区の存続に不安を抱いている」
といった声もいただいています。
　町は、今後の北部地域のまちづく
りに対する責任と計画を明確にする
とともに、あらためて全力で北部地
域活性化に取り組むため「北部地域
活性化基本条例」を平成 25 年 12 月
に制定しました。

　平成 27 年３月、さまざまな分野で、その方向性を示
す計画が策定されました。「計画だけでは何もならない」
という批判が上がることがあります。しかし、「無計画
では何も進まない」というのもまた事実です。
　今月は、３月に策定された各種計画の概要をお知らせ
します。

「泉井地区活性化取組方針」
決定までの経緯

　泉井地区では、地区住民が策定
した泉井地区活性化ビジョンの実
現に向け、活性化施策の具体的検
討を行うため、地域住民 12 人を構
成員とする、泉井地区活性化委員
会を設置しました。
　平成 26 年６月に第一回会議を開
催して以降、本年２月までの間に
８回の会議で協議・検討を重ね、
泉井地区活性化取組方針（案）を
取りまとめました。
　そして、３月に開催された大字
集会において地区了承を得て、泉
井地区活性化取組方針が決定され、
地区の計画となりました。
　なお、この取組方針は、地区と
町の双方の計画となっています。

泉井地区活性化取組方針
第１期計画期間中の
７つの事業

■社会資本の整備
町営路線バス新設事業
概算総事業経費6,000万円

町道第1号線整備事業
概算総事業経費4億 7,000万円

広域幹線道路整備事業
（都市計画道路整備）
概算総事業経費2,000万円

■生活周辺環境の整備
泉井交流・体験エリア整備事業
概算総事業経費8億1,500万円

泉井地区集落センター建替事業
概算総事業経費1億 6,200万円

地区内既存道路整備事業
概算総事業経費3,780万円

■各種ソフト事業の推進
地域の担い手づくり
　安心安全な社会環境整備
　　地域子育て力の向上

北
部
地
域
活
性
化
の
実
現
に
向
け
て

「
泉
井
地
区
活
性
化
取
組
方
針
」を
決
定

町
営
路
線
バ
ス
、
交
流

施
設
の
整
備
等
を
計
画

地
域
活
性
化
事
業
は

将
来
に
向
け
た
投
資
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■特集　町の道しるべを探る

子育て

健康づくり

の道 し る べ

の道 し る べ

「
鳩
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

  

事
業
計
画
」 

を
策
定

「
ま
め
で
健
康
21
プ
ラ
ン（
第
２
次

鳩
山
町
健
康
増
進
計
画
・
鳩
山
町
食
育

推
進
計
画
）」 

を
策
定

　

わ
が
国
で
は
、
急
速
な
少
子
化

の
進
行
や
深
刻
な
待
機
児
童
問

題
、
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
の
質
と
量
が
と
も
に
不
十
分

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
上

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子

ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
を
制
定

し
、
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

町
で
も
、
新
制
度
の
実
施
主
体

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
を
進

め
、
平
成
27
年
３
月
10
日
に
「
鳩

山
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　

わ
が
国
に
お
け
る
平
均
寿
命

は
、
い
ま
や
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
急
速
な
高
齢
化
が
進
展
す

る
中
で
、
食
生
活
、
運
動
習
慣

な
ど
を
原
因
と
す
る
生
活
習
慣

病
が
増
加
し
、
そ
の
結
果
、

要
介
護
状
態
に
な
る
方
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
と
と
も
に
少
子
化

も
課
題
で
あ
り
、
疾
病
の

治
療
や
こ
れ
ら
を
支
え
る

人
々
の
負
担
の
増
大
も
予

想
さ
れ
、
深
刻
な
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
36
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
ま

め
で
健
康
21
プ
ラ
ン
（
第

２
次
鳩
山
町
健
康
増
進
計

画
・
鳩
山
町
食
育
推
進
計

画
）」
は
、
心
身
の
病
気
な
ど
に

よ
っ
て
、
町
民
の
生
活
の
質
が

下
が
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
減

ら
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

町
民
す
べ
て
が
こ
こ
ろ
も
体
も

健
や
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
町
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
取
り
組

む
健
康
づ
く
り
を
、
地
域
、
関

係
機
関
・
団
体
、
学
校
が
連
携

し
、
各
々
の
役
割
を
果
た
し
つ

つ
、
町
全
体
で
新
た
な
目
標
に

向
か
い
総
合
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
た
も

の
で
す
。

　

な
お
、
本
計
画
は
、
平
成
17

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の

第
１
次
計
画
を
踏
ま
え
、
平
成

25
年
度
か
ら
２
か
年
に
か
け
て
、

は
と
や
ま
健
康
向
上
委
員
会
に

お
い
て
検
討
を
重
ね
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
経
て
策
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
計
画
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
や
組
織
が
連
携

し
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
は
、
４
月
か
ら
開
始
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
で
市
町
村
に
策
定
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
５
か
年
計
画
で
、

こ
れ
ま
で
の
「
鳩
山
町
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）」

を
踏
ま
え
た
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

計
画
づ
く
り
は
、
児
童
福
祉
や

教
育
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
方
々
と
協
働
で
進
め
て
き

ま
し
た
。
平
成
25
年
10
月
よ
り
、

「
鳩
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

と
「
鳩
山
町
次
世
代
育
成
支
援
対

策
地
域
協
議
会
」
の
合
同
会
議
を

延
べ
10
回
に
渡
り
開
催
し
、
慎
重

に
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
計
画
策
定
に
際
し
、
乳
幼
児

と
小
学
校
低
学
年
（
小
学
１
～
３

年
生
）
の
保
護
者
全
員
を
対
象
に

ニ
ー
ズ
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

合
同
会
議
で
は
、
答
申
素
案
を

作
成
し
、
１
月
～
２
月
に
か
け
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募

集
）
を
実
施
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
・
ご
提
言
を
踏
ま
え
、
答
申
案

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
に
は
、
鳩
山
町
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
道さ

い

ど

祖
土
邦
子

会
長
と
、
鳩
山
町
次
世
代
育
成
支

援
対
策
地
域
協
議
会
の
小
林
秀

子
会
長
が
、
小
峰
孝
雄
町
長
に

「
鳩
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
案
）」
を
答
申
。
答

申
で
は
、
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
と
、
各

施
策
と
数
値
目
標
を
確
実
に
実

施
す
る
よ
う
要
望
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
答
申
内
容
を
踏

ま
え
、
計
画
の
実
現
に
向
け
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
ち
、
す
べ
て
の
子
育
て
家

庭
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
皆

さ
ま
と
協
力
し
て
、
地
域
社
会
全

体
の
取
り
組
み
と
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

各
分
野
の
専
門
家
、
町
民

の
声
を
踏
ま
え
て
策
定

計画案を答申した道祖土会長（写
真左）と小林会長（写真右）

町内４か所で毎週行われている「地域健康
教室」（写真は今宿コミュニティセンター）

計画案を答申した、はとやま健康向上
委員会の清水会長（写真左）

「鳩山町子ども・子育て支援事業計画」の概要

 基本理念　  次代を担う子どもを育み　未来へつなぐ　子育てのまち・鳩山

基本目標Ⅰ　すくすくと子どもが生まれ育つまち
　母子保健・小児医療の充実、多様な体験や学習機会の充実、次世代の親の
育成を進めていきます。
基本目標Ⅱ　いきいきと子どもを育てるまち
　地域における子育て支援の推進、仕事と子育ての両立支援、福祉的支援の
充実を進めていきます。
基本目標Ⅲ　にこにこと親子をつつむまち
　地域全体で親子を支える仕組みづくり、子どもの安全の確保、子どもを取
り巻く生活環境の整備を進めていきます。

※計画の詳細は、町ホームページ内「計画・施策」（http:// www.town.
hatoyama.saitama.jp/m_info/m_i_03/mi0301/mi0301.html）に掲載する予定
です。
■問合せ　役場健康福祉課 社会福祉担当☎ 296－1241

「まめで健康 21 プラン」の概要

 基本理念　  大人も子どもも まめで健康
　　　　　　　　 生きがいづくり
 基本方針　  健康寿命の延伸に向けた
　　　　　　 　健康づくりの推進
基本項目Ⅰ　生活習慣の改善
基本項目Ⅱ　生活習慣病予防と重症化予防
基本項目Ⅲ　 将来の健康と、いつまでもいき

いきと生活するために必要な体
づくり・心の健康づくりの推進

基本項目Ⅳ　 人と人のつながり、地域が支え
る健康づくりの推進

健康課題　①食生活・食環境の充実、②歯の
健康づくり、③健（検）診による健康管理の
推進、④身体活動・運動による健康づくり、
⑤こころの健康づくり、⑥食・運動を通じた
コミュニティづくり、⑦たばこ・飲酒による
健康被害の防止、⑧危険ドラッグ対策の推進

▼上記８つの健康課題を掲げ、各重点課題に
おいて、４つのライフステージ（乳幼児期、
青少年期、壮中年期、高齢期）ごとに、具体
的な目標指標と目標値を設定し、町民、関係
機関、行政等それぞれで取り組みを進めてい
きます。

※計画の詳細は、町ホームページ内「計画・
施策」に掲載する予定です。
■問合せ　町保健センター☎ 296－2530
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■特集　町の道しるべを探る

支え合い

未来

の道 し る べ

への  道しるべ

平成 27 年度に「第５次鳩山町
総合計画基本構想」を一部改定、

「鳩山町まち・ひと・しごと創生
総合戦略」を策定

「
第
６
期
鳩
山
町
高
齢
者
福
祉

  

総
合
計
画
」を
策
定

「
第
４
期
鳩
山
町
障
が
い
者

　

福
祉
計
画
」を
策
定

計
画
に〝
実
効
力
〟を
も
た
ら
す

 

「
私
」と「
あ
な
た
」の
力

　

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
介
護

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
、
要

介
護
者
等
の
自
立
支
援
を
目
指

し
、
平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
介

護
保
険
制
度
は
、
制
度
が
施
行
さ

れ
て
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
を
利
用
す
る
人
数

や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
が
拡
大

す
る
な
ど
、
制
度
は
着
実
に
浸
透

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

着
実
に
増
加
し
続
け
る
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
対
し
て
、
予
防
給
付
に

よ
る
改
善
効
果
や
給
付
の
適
正

化
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
認
知
症
高

　

こ
れ
ま
で
、
町
で
は
、
福
祉
、

保
健
、
医
療
、
教
育
、
就
労
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
各
分
野
に
わ
た

る
障
が
い
者
施
策
展
開
に
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
平
成
25
年
４
月
に
は

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
「
障

害
者
総
合
支
援
法
」
に
改
正
さ

れ
、「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」

や
、「
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
」

な
ど
の
法
律
も
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
26
年
１
月
に
批

准
さ
れ
た
「
障
害
者
権
利
条
約
」

に
伴
い
、「
改
正
障
害
者
基
本
法
」

や
、
そ
の
理
念
を
具
体
化
し
た

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
制
定

な
ど
の
法
整
備
も
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
社
会
情
勢
や
障
が

い
者
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
町
で
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
障
が
い
者
関
係
団
体

等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を

実
施
し
、
障
が
い
者
や
福
祉
関
係

者
、
公
募
に
よ
る
委
員
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
「
鳩
山
町
障
が
い
者
福

祉
計
画
策
定
・
推
進
委
員
会
」
に

お
い
て
議
論
を
重
ね
、
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
４
期
鳩
山
町
障
が

い
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
今
後

も
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会

参
加
を
目
指
す
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
、
ど
の
よ
う
な
障
が

い
を
持
つ
人
も
ご
く
普
通
の
生

活
が
保
障
さ
れ
る
社
会
を
作
る

と
い
う
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
の
理
念
の
も
と
、
す
べ
て
の

人
が
鳩
山
町
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

計
画
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

解
決
し
、
よ
り
よ
い
町
へ
歩
ん
で

い
く
た
め
の
〝
道
し
る
べ
〟
で
す
。

し
か
し
、「
理
想
論
・
抽
象
論
が

多
く
、
誰
が
ど
う
や
っ
て
行
う
の

か
が
明
確
で
な
い
」「
計
画
だ
け

で
は
何
も
解
決
し
な
い
」
と
い
う

声
を
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
直
面
す
る
課
題
や
問

題
に
は
、
以
前
効
果
的
だ
っ
た
対

応
策
が
、
次
回
も
同
様
に
最
善
策

と
な
る
保
証
が
あ
り
ま
せ
ん
。
歩

む
べ
き
方
向
は
示
せ
ま
す
が
、
歩

く
速
度
や
歩
き
方
、
歩
き
出
し
た

後
に
生
じ
る
課
題
へ
の
対
応
な
ど

は
、
私
た
ち
自
身
が
考
え
な
が
ら

決
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

計
画
の
実
行
主
体
は
行
政
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
町
で

す
。「
私
」
と
「
あ
な
た
」
が
力

を
合
わ
せ
る
と
き
、
計
画
に
〝
実

効
力
〟
が
生
ま
れ
、
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
へ
の
一
歩
が
踏
み
出
せ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
、「
第

５
次
鳩
山
町
総
合
計
画
基
本
構

想
」（
以
下
「
総
合
計
画
」
と
い

い
ま
す
）
は
、平
成
23
年
度
か
ら
、

平
成
32
年
度
ま
で
の
10
年
を
期
間

と
す
る
長
期
計
画
で
す
。
総
合
計

画
で
は
、
中
間
年
度
に
評
価
・
検

証
を
行
い
、
必
要
な
場
合
に
は
一

部
改
定
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
平
成
27
年
度
は
、
そ
の
中

間
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

　

現
在
町
で
は
、「
個
別
要
因
へ

の
対
応
（
左
記
参
照
）」
と
、
評

価
指
標
等
に
基
づ
く
「
前
期
５
か

年
の
評
価
・
検
証
」
に
伴
う
一
部

改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
第
５
次
総
合
計
画
一
部
改
定
に

関
し
て
は
、詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

順
次
広
報
で
掲
載
し
て
い
く
予
定

で
す
。

■
個
別
要
因
へ
の
対
応

土
地
利
用
構
想

・ 
可
燃
物
処
理
施
設
建
設
予
定
地

の
変
更

・ 

主
要
幹
線
構
想
道
路
・
幹
線
道

路
の
修
正
お
よ
び
追
加

・ 

企
業
誘
致
の
実
現
等
に
伴
う
産

業
誘
導
エ
リ
ア
の
変
更　

な
ど

協
働
戦
略
事
業

・ 

北
部
地
域
活
性
化
基
本
条
例
の

制
定
（
北
部
地
域
再
生
・
創
造
）

・ 

福
祉
・
健
康
複
合
施
設
整
備
計

画
の
策
定
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

域
再
生
・
創
造
）

・ 

鳩
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
策
定

そ
の
他

・ 

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換　

な
ど

　　

一
部
改
定
は
、
町
長
を
本
部
長

と
し
、
副
町
長
・
教
育
長
・
課
長

等
で
構
成
さ
れ
る
「
鳩
山
町
総
合

計
画
推
進
本
部
」
で
検
討
し
、
公

募
委
員（
無
作
為
抽
出
で
の
通
知
・

打
診
を
６
月
頃
予
定
）を
含
む「
鳩

山
町
総
合
振
興
計
画
審
議
会
」
へ

の
諮
問
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
経
て
、
12
月
議
会
に
上
程

す
る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ　

役
場
政
策
財
政
課 

政
策
推
進
担
当

☎
２
９
６

－

１
２
１
２

齢
者
に
対
す
る
ケ
ア
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
37
年
ま
で
に
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指

し
て
介
護
保
険
法
な
ど
が
改
正
さ

れ
、
新
た
に
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
、「
第

５
期
鳩
山
町
高
齢
者
福
祉
総
合
計

画
（
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
）」
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
、
可
能
な
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
継
続
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
「
医
療
」「
介

護
」「
予
防
」「
住
ま
い
」「
生
活
支

援
」
を
一
体
化
し
て
提
供
し
て
い

く
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
た

め
「
鳩
山
町
福
祉
・
健
康
複
合
施

設
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
基
盤

づ
く
り
な
ど
の
強
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
も
と
に
、
こ

の
た
び
、「
鳩
山
町
介
護
保
険
事
業

計
画
及
び
老
人
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
」
な
ど
の
審
議
を
経
て
、
第

５
期
計
画
を
見
直
し
、
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
６
期
鳩
山
町
高
齢
者

福
祉
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
計
画
に
基
づ
き
、
今

後
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実

現
や
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
等
の

取
り
組
み
の
本
格
化
な
ど
、
高
齢

者
施
策
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

医
療
・
介
護
・
予
防
な
ど

地
域
包
括
ケ
ア
へ

高齢者のつどいの場「はーとんカ
フェ今宿」

「第６期鳩山町高齢者福祉
総合計画」の概要

 基本理念　みんなで支え合い、住み慣れた
　　　　　　 町でいつまでも生活できる
　　　　　　　　　　地域づくり
基本目標Ⅰ　健康づくりを推進し健康寿命を
延ばす（保健サービス）
　生活習慣病等の発症予防、保健福祉サービ
スの充実を図ります。
基本目標Ⅱ　自分らしくいきいきとした生活
をめざして（高齢者福祉サービス）
　高齢者の知識を活用し、生きがいをもって
活動できるよう、さまざまな情報を提供し、
いきいきと生活が送れるよう支援します。
基本目標Ⅲ　住み慣れた町でいつまでも生活
できる支援体制の構築（介護保健サービス）
　地域での生活が継続できるよう、サービス
の充実・強化を図り、退院支援などのさまざ
まな局面で連携を図る体制を整備します。
基本目標Ⅳ　みんなで支え合う地域づくりを
めざして（新しい地域支援事業）
　地域の実情に応じて、住民などの多様な主
体が参画し、地域の支え合いの体制づくりを
推進します。また、要支援者などに対する効
果的かつ効率的な生活支援等サービスを整備
します。
※計画の詳細は、町ホームページ内「計画・
施策」に掲載する予定です。
■問合せ　役場高齢者支援課☎ 296－1210

 基本理念　ふれあいと支え合いのある
　　　　　　安心して暮らせるまち

基本目標Ⅰ　交流・ふれあいの促進
　啓発・交流活動の推進、ボランティア活動
の促進、福祉教育の推進を進めていきます。
基本目標Ⅱ　健康・生活支援サービスの充実
　相談支援体制・情報提供の充実、保健福祉
サービスの充実、福祉サービスの充実を進め
ていきます。
基本目標Ⅲ　可能性の拡大と社会参加の促進
　教育・保育の充実、生涯学習活動の支援、
就労の支援を進めていきます。
基本目標Ⅳ　暮らしやすいまちづくりの推進
　公共施設等の整備、移動支援・コミュニケー
ション手段の確保、安心・安全の確保を進め
ていきます。

※計画の詳細は、町ホームページ内「計画・
施策」に掲載する予定です。
■問合せ　役場健康福祉課 障害福祉担当
　☎ 296－1241　FAX296－3390

「第４期鳩山町
障がい者福祉計画」

　の概要
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